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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、特別支援教育の中でのプログラミング教育の実践およびプログラ
ミング教育による認知発達について明らかにすることであった。本研究では、視覚および触覚で支援ができる
「マタタラボ」を活用することにより、特別支援学校高等部「情報科」の授業および放課後ディサービスでのプ
ログラミング教育実践を行った。その結果、楽しみながらプログラムをつくることができたり、プログラミング
を通してコミュニケーションをはかったりすることができた。特に、プログラムに「反復」を用いるため、数の
概念の理解がすすむことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to clarify the practice of programming 
education in special needs education and cognitive development by programming education. In this 
study, by utilizing "matatalab", which can provide visual and tactile support, we practiced 
programming education in the " department of Informatics" class of the high school for special needs
 school and after-school day service. As a result, they were able to create programs while having 
fun, and communicate through programming. In particular, it became clear that the concept of numbers
 can be understood more easily because "repetition" is used in the program. 

研究分野： 教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　2020年から初等教育におけるプログラミング教育が始まり、様々な教材を活用した実践が始まっている。当然
のことながら、特別に支援が必要な子どもたちもプログラミングを学ぶことになるが、その障害や特性により、
適切な教材を選定する必要がある。
　本研究では、適切な教材を活用することにより、楽しみながらプログラムをつくることができたり、プログラ
ミングを通してコミュニケーションをはかったりすることができた。特別支援教育の中で、情報教育を行うこと
の意義を確認することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

  2020 年から初等教育におけるプログラミング教育が始まり、様々な教材を活用した実践が
始まっている。当然のことながら、特別に支援が必要な子どもたちもプログラミングを学ぶこと
になるが、その特性により、自身で思考過程を表出することが難しい場合が少なくない。また、
肢体不自由児の場合、不随意運動により身体の動きも自らコントロールすることが難しい。 

一方、IoT デバイスの価格が低下し、さまざまな「もの」をインターネットに接続することが
できるようになった。また、大量のデータの蓄積および分析についても簡便になり、データその
ものの学習機能により、方向性を類推することも可能になった。 

 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は、特別支援教育の中でのプログラミング教育の実践およびプログラミング教
育による認知発達について明らかにすることであった。また、IoT デバイスによって、自らの思
考を表出しにくい子どもたちの思考および学習の過程を明らかにすることであった。 

 

 

３．研究の方法 

 

 本研究では、マタタラボ（国内発売：くもん出版）を用いた。マタタラボはネット環境や PC

などが不要であるアンプラグド教材の一つで、2cm 四方のブロックをパネルにはめ込むことで
プログラムを行う。ブロックにはカテゴリーごとに色分けされ、視覚支援が可能である。また、
ブロックとパネルにははめ込む凹凸があるが、はめることができる方向やはめる場所の形状が
異なり、触覚支援も可能である。さらに、プログラムの過程をパネルで、そしてその動きを小型
のロボットを確認することができる。さらに、このパネルは机から離して、立てることも可能で
ある。 

 なお、マタタラボはタワー（図 1 の左）とマタタ（図 1 の右）に分かれており、Bluetooth で
接続されている。このデータでブロックの動きをトラッキングすることも可能である。 

 

 

 このマタタラボを使った実践を、①大阪府下の特別支援学校（肢体不自由）と、②東京都下の
小学校（特別支援学級）および③奈良県下の放課後ディサービスで行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1 マタタラボ 



 

 

４．研究成果 
 
 ①大阪府下の特別支援学校では、高等部「情報科」の授業でプログラミングに取り組んだ。な
お、コロナ禍のため、授業見学はかなわず、担当教員から聞き取りをまとめると、以下の通りで
あった（図 2）。 
 ・プログラムをおこなうパネルを「立てる」ことができるため、ベッドにいながらプログラム
も可能であり、無理なくプログラミングに取り組むことができること 
・ブロックを「触る」ことができ、また色分けされているため自発的に取り組むことができる

こと 
・付属のストーリーボードで、「海に行こう」などクラスで目的を共有しながら、楽しむこと

ができたこと 
・プログラムの「反復」の際に、数の概念の発達が見受けられたこと 
 

 
 

②東京都下の小学校（特別支援学級）では、1年生～５年生に生活単元学習で実践を行った。こ

ちらもコロナ禍の為、授業見学はかなわず、担当教員からの聞き取りを行った。その結果、ビジ

ュアル教材に代表される画面のブロックより、実物のブロックの方がプログラムを組み立てや

すく、子どもたちの理解がすすんだことが明らかになった。 

 

③奈良県下の放課後ディサービスでも同様に見学はかなわなかったが、担当者より、関数等を使

った高度なプログラムについても、試行錯誤したり、コミュニケーションをはかったりしながら、

実現することができたことを聞き取った。 

 

 

 以上、コロナ禍の為いずれも、授業見学はかなわなかったが、特別支援教育におけるプログラ

ミング教育について一定の成果を見ることができたと言える。 

 なお、ブロックの動きを Bluetooth接続データから取得することができたが、今回は取得する

ための環境を持ち込むことができず、実装には至っていない。本研究を続けることにより、当初

の目的であった、プログラミングによる思考過程の表出については今後の課題としたい。 

  

図２ 実践報告の様子 
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